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基礎の徹底定着
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この世界は無限⼤だ。

だけじゃ物⾜りない。  
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特色選抜 

（普通科）

１年 ２年 ３年

自己探求類型

自然科学類型

グローバルキャリア類型

複数志願選抜 

（普通科）

本校はユネスコスクールとして、世界基準の「持続可能な開発のための教育(ESD)」

 に取り組んでいます。国際色豊かな教育活動と、個々に応じた手厚い教育プログラム

で、豊かな心の育成と確かな進路実現を目指します。

教育目標 
校訓「自主」「創造」「礼節」「友愛」を理念とし、知・徳・体を磨き調和のとれた人材の育成に努めます。

洗練された学びの場 
対話を重視し、ICTを活用した教育活動を展開しています。様々な体験を通じて学ぶ機会を積極的に設け、

生徒自らが多くのことを学び、成長できる場を提供しています。

進路希望に応じた類型 
各生徒の進路実現に向けて、３つの類型があります。 特色選抜入学者は、入学時より３年間グローバルキャ

リア類型として特色ある学びを進めます。
複数志願選抜入学者は、２年生進級時に自己の進路希望に沿った

類型を選択します。
（※グローバルキャリア類型には定員が設けられる場合があります）


つまづきは、伸びしろ。「基礎の徹底」が最短の合格ルート
「どこでわからなくなったのか」を置き去りにしたまま、難しい応用問題には進みません。

本校では、主要教科において中学時代のつまづきまで遡って徹底的にフォローします。

「わからない」を「わかった！」に変え、自信を積み重ねることで、大学受験に太刀打ちできる本物の学力

を養成。基礎という土台を固めるからこそ、その後の成長は飛躍的に加速します。

◆ 対話を重視した授業 ◆ 様々な体験や交流行事

川西明峰 を知る

カリキュラム(教育課程)はこちらから⇨



姉妹校交流プログラム

 GC類型
で学ぶ

◉留学体験
対面やオンラインでの交流を通して国
際理解を深める

◉ESD発表会
キセラホールにて、全校生徒や地域の
方に向けて探究成果を発表する

◉地域交流・国際交流
校内留学体験やオンライン交流などを通して、校内にいながら海外の
人々と交流する機会があります。英語でディスカッションやプレゼンテ
ーションを行うことで、実際に英語を使いながら学ぶことができます。
また、インターンシップや地域活動への参加を通して地域社会とも関わ
り、さまざまな人と交流する中で視野を広げ、多様な考え方を理解する
力を身につけます。

◆ GC類型へは特色選抜で

・２月に、小論文(日本語)、面接(日本語)、実技検査(英語)を行います。
・入学後は３年間GC類型で学びを深めます（類型変更はできません。）

◉主体的な発信
学校の代表として、校内外を問わず
多くの人の前に立つ

◉インターンシップ
地域の企業でのインターンシップを
通して社会を学ぶ

 

 

（１）Team Teachingによる丁寧で充実した授業
（２）ICTの活用 
（３）多言語教育（英語・韓国語・インドネシア語）
（４）留学体験　（対面交流・オンライン交流） 
（５）校内外での発表を見据えた探究基盤の課題研究

◉GCⅠ・GCⅡ　GC類型生徒のみに開講される授業
ディスカッションやプレゼンテーションを中心とした

自分自身で未来を作る

　私はこの三年間でGC類型の生徒だからこその経験をた
くさんできました。GC類型では、甲南大学のリサーチフ
ェスタで探究発表をしたり、他大学の留学生と交流したり
と日常から挑戦できる機会が沢山ありました。その中で私
には忘れられない体験があります。それは一年次に行った
セブ島研修旅行です。この研修旅行の中で私たちは孤児院
で生活する子供たちと交流し、彼らの実際の生活を見せて
もらう機会がありました。そこで私はテレビやSNSで見る
貧困などの問題を初めて身近に感じました。その時の衝撃
は今でも忘れられません。しかしダンスや歌を披露してく
れた子供たちの笑顔は幸せそうで、メディアに載っている
マイナスなイメージがすべてではないということ、自分の
目で実際に見ることの大切さを学ぶことができました。そ
れと同時にこの研修旅行を通して、もっと他の世界も自分
で見てみたいと思いました。この出来事は私が国際系の進
路に進むきっかけの1つになりました。
　入学前、私はGCの授業は英語ばかりと思っていました
が、実際授業を受けると中学までの英語の授業とは全くの
別物でした。毎回の授業でテーマに沿って自分でスライド
を作り英語でプレゼンテーションをしたり、授業の最初に
英語で１分間スピーチをしたりと、先生の話を聞きノート
をとる授業はありませんでした。私は入学前まで人前に立
つことが苦手でしたが、GCの授業で人前で発表を繰り返
しているうちに人前に立つ苦手意識はなくなっていまし
た。そのおかげでGCの授業以外でも積極的に挑戦ができ
るようになりました。
　またGCでは留学生や海外の方と交流する機会が沢山あ
りました。その中の1つで、オーストラリアの姉妹校の生
徒が明峰高校に来てくださり、明峰のGC生がペアになっ
て1日を共に過ごすという行事がありました。相手の英語
のスピードが速くて理解できなかったり、言いたいことが
うまく伝わらなかったりすることもありましたが、ジェス
チャーを使ったり、翻訳ではなく自分の英語で話したりし
て、会話をしたいという姿勢を見せることが大事だと感じ
ました。おかげで仲良くなれたその日のペアとは半年以上
経った今でも連絡を続けています。
　このように明峰高校は自分からさまざまなことに挑戦で
き、先生方が頑張っている子を全力でサポートして下さる
学校です。高校生のうちにこのような経験ができ、成長で
きたことを私はとてもラッキーに思います。進学先の大学
ではもっと高みを目指してより成長していきます。

48回生
　甲南大学 
グローバル教養学環

（西宮市立甲武中学校出身/GC類型） 

海外への憧れは、実現するためにある。 

主体的に学び、多様な人と協働しながら、 
英語やICTを用いて自らの考えを発信する。

 

主体的、対話的で深い学び



ASPnet（ユネスコスクール）の精神とESDの理

念をふまえた国際共同学習の実践を通して、

SDGsの実現や国や校種を越えて未来を共に

創る

ことを目指します。
※ESD…Education for
Sustainable
Developmentの略で、「持続可能な開発のための教育」のこと。今、
世界には環境、貧困、人権、平和、開発といった様々な問題があります。ESDとは、これらの現代社会の課題
を自らの問題として捉え、身近なところから取り組む（think globally,
act
locally）ことにより、それらの課
題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していく
ことを目指す学習や活動です。つまり、ESDは持続可能な
社会づくりの担い手を育む教育です。

台湾　九份

ユネスコスクールネットワーク

学びあい交流会

 11

 12

体育大会 

夏季補習

球技大会　

複数志願選抜

明峰の学び（２年生）

文化祭

期末考査 

芸術鑑賞会　

ESD発表会（全学年）

ESD地域清掃活動 

中間考査 

特色選抜入試学校説明会

クロスカントリー 

学年末考査（１・２年生） 

特色選抜　

卒業証書授与式

入学式 ESD生活合宿（１年生）

 ESD校外学習（２・３年生）

期末考査 　

球技大会　

オープン・ハイスクール 

SPring-8見学（自然科学類型） 

インターンシップ（2年生GC類型） 

イングリッシュ・キャンプ

校内留学体験 オープン・ハイスクール 

ESD発表会（各学年） 

ESD海外修学旅行（２年生）

学年末考査（３年生） 
ユネスコスクールネットワーク学び合い交流会

GCオープニングセッション（特色選抜入学者）

中間考査 

ESD講演会

ASPnetのネットワークを活用し、

国内外のユネスコスクールや多様な

人々との交流を毎年実施し、世界的

に活躍するための視座を養います。

令和７年度は５か国から生徒を招

き、国際フォーラムを実施しまし

た。

校内でも海外と交流できます。日本で学ぶ

留学生や姉妹校生徒を本校に招き英語でデ

ィスカッションやプレゼンをします。

◉ESD海外修学旅行

◉ASPnet(ユネスコスクール)

 

加盟校としての活動

「グローバル」な体験で世界を感じる。

2年生の秋には海外へ飛び立ちます。

現地の高校との交流などを行い、さま

ざまな文化に触れます。 

※諸般の事情により、変更となる

   可能性があります。

　予めご了承ください。 

「育てたい人物像」 

１ 
人と人との対等な学びあいから、平和の文化を築く意欲をもつ人物

２

確かな学びの中

から身の回りへ目を向け、社会に貢献し、地域を支える意欲もつ人物　３

自国文化を理解

し、ふるさとを愛する心をもつとともに、グローバルな（地球規模の）

視点をもって持続可能な未来を切り拓く意欲をもつ人物

海外 と つながる

◉校内留学体験 

◉姉妹校交流プログラム

校内留学体験

７

２

９

８

10

５ 

６ 

４ 

１ 

３ 



地域 と つながる

総合的な探究の時間で取り組んだ探

究活動の成果を全校生で共有する場

です。外部の有識者もお招きし、助

言や評価をいただきながら、探究活

動への理解を深めます。 

手作りの絵本を読み聞かせたり、生徒

たちが作りあげた凧を、本校グラウン

ドで地域の子どもたちと共にあげま

す。

大学や地域と連携しながら、身近な地

域の諸課題について学び、実践するこ

とができます。特に１年生ではリユー

ス活動を行うことで地域に貢献しなが

ら、SDGsの理解を深めます。 

専門家や地域の方を講師としてお招き

し、普段の学校の授業では扱わない分

野を学ぶことができます。 

校種を超えてつながり続け、学びあいま

す。小学生への学習支援や、類型ごとの

進路に適した大学見学、世界最大規模の

研究施設「SPring-8」へ見学にも行き

ます。

◉ ESD発表会

◉ 凧あげ大会・絵本読み聞かせ

◉ 明峰の学び

◉ 幼保・小・中・高・大連携

◉Meihoリユースプロジェクト

荻野小学校土曜学習

ゴルフ講座

 絵本リユースプロジェクト


個人探究成果発表会

園児たちと校庭で凧揚げ大会

「ローカル」な結びつきであなたは強くなる。
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　私が一番思い出に残っているのはダンス部としてステージに立った文化祭です。曲や衣装、振付、構
成、照明など考えなければならないことが沢山ありました。そのためみんなが焦りを感じて心に余裕が
なくなり、ぶつかり合い、何度も話し合いを重ねてきました。その経験から私は真剣に向き合うことの
大切さを学びました。真剣に向き合うことで相手も同じように向き合ってくれる嬉しさやお互い真剣だ
からこそできる話し合いができ、満足のいく作品が出来上がった時の達成感は忘れられません。たった
一回、たった三分間のためだけに何ヶ月もかけて突き詰めていくことは本当に心が削られて辛いことも
多くありましたが、諦めないことの大切さを学ぶとともに精神が鍛えられました。そして本番のステー
ジに立ってみんなの歓声を聞いたときに今までの頑張りがすべて報われたように感じました。 　三年生
で部員を引っ張っていく立場になった時は引退していった先輩方のすごさを身に染みて感じま
した。こ
れからの活動のことや地域イベントの出演予定などをすべて私たちが考えなければならない責任感はと
ても大きく、同学年のみんなと支え合ってきました。その中で私たちが最も大切にしていたことは絶対
に妥協しないことです。色々な作品があるけれど、どれも妥協せず後悔のないようにやりきること、そ
のために不満があれば遠慮せず口に出すこと、この二つをみんなが守って活動しました。ダンスは個人
で作るものではなくチームで作るものです。みんなが真剣に向き合ってぶつかり合ったからこそダンス
部は自分にとって素直に気持ちを出せる場所になりました。
　何事にも真剣に向き合い、妥協せず気持
ちを言葉にすることをこれからも頑張っていきたいと思います。

48回生

摂南大学　経営学部　経営学科
（伊丹市立西中学校出身/自己探求類型）

　 私は小学校、中学校とサッカーをしており、高校から吹奏楽を始めました。１から努力をし、三年
生で部長を務めることで、一年生の頃には想像することのできなかった自分に成長することができまし
た。一年生の頃は経験者の中に混ざることで、自分が吹奏楽部の音を壊すのではないかという不安が多
く
ありました。しかし努力をすることでしか不安をなくすことはできないと思い、日々努力を重ねま
した。初めて人前で演奏した文化祭。部活としての一体感、多くの歓声によって吹奏楽の楽しさを身に
染みて感じました。文化祭を終えてからは初めてのコンクールに向けて、うまくなりたいという気持ち
がより高まり、自主練習にも積極的に参加し、部活動に励みました。吹奏楽は一人ではできません。そ
んな中苦労したことは、部活動内での意識や意見の差です。意見が
ぶつかることもありましたが、そ
のたびに話し合い、同じ熱量で全員が取り組めるように工夫しました。コンクールで金賞を共通の目標
とすることで意識が変わり、部活動としてのレベルが上がりました。その結果、金賞には届きませんで
したが、銀賞を受賞することができ努力してよかったと感じました。部活動を通して一番成長したこと
は、人前で自分らしさを発揮することです。以前までは、物事をネ
ガティブに考えてしまうことが多
く、目立つことや人前に立つということが苦手でした。しかし、文化祭やイベントの司会、曲でのソロ
パートを通して、人前に立つことに慣れることができました。そして、自分たちのことを知ってほし
い、自分の音を聴いてほしいと思うことが増え、人前に立つことがどんどん楽しみへと変わっていきま
した。入学する前はまさか自分が吹奏楽部に入部するとは思っていませんでしたが、川西明峰高校とい
う環境だからこそ3年間続けることができたと思っています。この経験を活かし、自分自身が成長して
いけるようこれからも努力を続けたいです。

48回生

　
大阪経済大学　経営学部　第１部経営学科
（川西市立川西南中学校出身/自己探求類型）

１から始める

真剣に向き合うこと

課外活動 にうちこむ

卓球部

家庭科部

吹奏楽部

陸上競技部

パソコン部

コーラス同好会

バレーボール部

放送部

剣道部

書道部

美術部

水泳同好会

硬式野球部

写真同好会

理科部

ダンス部

茶華道部

ESS同好会

テニス部

サッカー部

文芸・漫画研究部

バスケットボール部 バドミントン部

ワンダーフォーゲル部

ハンドボール部

演劇部

高校３年間は一生の糧。「好奇心」「憧れ」「好き」「勝負」の世界へ。
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